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佐竹氏の緑で母校と提携望む
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小
玉
副
会
長
が

記
念
式
に
出
席

創
立
間
周
年
の
水
戸
一
高

小
五
柑
太
郎
刷
会
長
が
十
月
三
十

日
の
水
戸
一
曲
石
十
周
年
配
念
式
典

■

に
川
席
し
た
。

先
に
同
校
同
忍
全
′
短
氾
至
か

ら
姉
妹
撮
状
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

後
、
知
追
会
か
ら
正
式
招
待
さ
れ
て

いた。小
五
氏
に
よ
る
と
、
記
念
式
典
に

は
同
窓
会
H
幽
百
八
十
人
が
出
席
、

「
H
十
年
の
歩
み
」
の
ビ
デ
オ
を
放
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交
流
計
画
じ
っ
く
り
検
討

同
窓
会
代
表
が
来
校
し
懇
談

佐
竹
藩
ゆ
か
り
の
茨
城
輿
水
H
一
部
と
母
校
と
の
交
沈
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
水
戸
一
縄
は
明

治
十
一
年
帥
純
学
校
予
備
学
科
と
し
て
創
立
、
そ
の
後
、
茨
城
中
笑
水
戸
中
学
な
ど
と
校
名
が
変
わ

り
、
戦
後
の
二
士
二
年
、
学
制
改
華
に
伴
い
鵜
立
水
戸
的
一
砧
枚
と
し
て
発
肢
、
鵜
内
き
っ
て
の
進
学

校
と
し
て
現
1
1
三
に
杢
っ
て
い
る
。
六
士
二
年
囚
月
一
日
現
在
の
在
捕
生
徒
は
壬
二
百
土
ハ
人
。

創
立
百
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
し
、

同
校
同
窓
会
（
知
遭
会
）
の
紀
念
事
寅

の
〓
ノ
と
し
て
県
外
高
校
と
の
〝
姉

妹
提
拘
〟
が
あ
り
、
柚
手
先
に
一
番

先
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
茨
城
か
ら
秋

相
に
移
射
さ
れ
た
佐
竹
氏
の
接
で
本

県
だ
っ
た
。

た
ま
た
ま
役
月
の
中
で
三
十
年
は
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姉妹提携で懇談した知遇会一行と本校関係者

ど
曲
に
秋
川
工
業
で
故
ペ
ん
を
と
っ

た
人
が
い
て
、
こ
の
人
を
中
心
に
捉

撒
先
を
検
出
し
だ
結
果
、
秋
川
県
で

最
も
伝
統
が
あ
る
進
学
校
と
い
う
こ

と
で
本
校
が
過
当
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
十
月
「
八
日
に
両
日
消
降
刷
会

墜
h
七
人
が
本
校
を
訪
れ
、
正
式
な

申
し
込
み
と
な
っ
た
。

突
如
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
形
の

本
校
川
は
、
塩
一
月
会
良
、
小
玉
剛
会

長
、
裏
目
校
箪
土
ハ
人
が
出
席
し
て
、

水
戸
一
高
の
一
行
と
懲
淡
会
を
間
き
、

①
佐
竹
氏
に
つ
い
て
、
双
方
が
知
り

た
い
こ
と
を
情
報
交
換
す
る
　
②
日

本
海
一
一
1
且
太
平
洋
側
と
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
気
候
、
文
化
が
埠
フ
両
県
の
文

化
を
学
び
今
フ
…
な
ど
で
は
一
致
し

た
。
た
だ
同
窓
会
だ
け
の
短
期
的
な

交
流
で
は
強
味
が
薄
い
と
し
て
、
「
撮

撒
す
る
な
ら
十
永
久
的
に
相
互
交
流

が
行
え
る
よ
う
、
生
徒
同
士
が
け
い

に
行
き
来
す
る
な
ど
将
来
の
こ
と
も

考
慮
す
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
も
出

て
、
今
後
、
両
便
で
計
画
を
じ
っ
く

り
経
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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葦
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長
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駅
か
ら
ほ
ど
近

．

い
国
道
5
1
骨
組
添
い
に
あ
っ
て
、
敷

地
面
相
は
七
万
二
千
七
打
五
十
川
平

方
㍍
。
「
玉
城
一
m
　
堅
忍
力
行
」
を

校
赴
と
し
、
教
育
方
針
は
「
故
丑
を

高
め
知
性
を
み
か
く
と
と
も
に
身
体

を
鍛
練
し
、
個
性
の
碩
立
を
－
芸
1
る
。

n
主
的
抑
神
に
充
ち
た
、
心
身
と
と

も
に
明
朗
触
康
な
人
間
形
成
を
期
す

る
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
現
校
蛙

は
大
川
力
氏
。
創
立
以
来
二
万
三
千

人
余
の
卒
某
生
を
山
し
、
学
生
野
球

の
父
と
い
わ
れ
た
故
飛
m
他
州
の
母

校
で
あ
る
。
六
士
再
度
半
粟
生
は

囚
真
羊
五
人
（
塑
二
亘
手
一
人
、

女
打
囚
人
一
。
本
空
二
月
の
大
サ
合
格

ト
ー
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6
3
年
県
文
化
功
労
者
に
同
窓
会
員

一
問
、
中
村
の
両
氏

一関書共氏

中村四郎氏

六
土
二
年
県
文
化
功
労
打
に
本
校

同
窓
全
会
H
の
一
閃
童
蒸
S
1
4
サ
ー

中
村
囲
郎
（
S
1
4
ヰ
）
の
両
氏
が
潤
ば
れ
た
。
一
閃
氏
は
人
証
十
年
し
月
九
日
生

ま
れ
、
昭
和
二
ト
ム
年
別
川
の
「
塞

阿
曽
村
氏
が
ベ
ト
ナ
ム
大
使
に

昭
‡
‖
二
十
九
血
車
、
i

n
i
墜
ハ
糊
の

阿
曽
村
川
昭
さ
ん
（
才
）
が
、
さ
る
十

一
月
二
十
≠
日
の
朝
溝
決
定
で
酢
ベ

ト
ナ
ム
大
便
に
発
介
さ
れ
た
。
本
校

出
身
者
の
大
石
萩
は
ス
ペ
イ
ン
公

使
で
戦
後
政
界
入
り
の
故
れ
暦
弥
む 郎

氏
、
現
在
国
迎
事
楕
次
長
（
用
地

大
便
）
と
し
て
活
用
の
明
石
康
氏
、

阿
骨
材
さ
ん
は
三
人
‖
と
な
る
。

阿
胃
さ
ん
は
帥
走
の
二
十
六
日
、

如
日
子
夫
人
と
夫
妻
で
ハ
ノ
イ
に
址
仕
、

中
学
二
年
生
の
良
男
一
郎
粥
は
日
本

に
残
っ
て
の
勉
学
と
な
っ
た
。

址
住
を
肋
に
阿
曽
〓
さ
ん
は
、
r
ベ

ト
ナ
ム
は
一
九
九
〇
年
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
か
ら
の
撤
具
を
宜
持
し
て
お
り
、

イ
ン
ド
シ
ナ
苦
の
平
和
が
速
や
か

に
進
む
こ
と
を
見
守
り
た
い
。
そ
う

阿曽村邦昭氏

し
た
事
態
を
踏
ま
え
て
‖
他
聞
係
も

向
上
し
経
済
交
沈
も
進
む
で
し
ょ

う
L
と
語
っ
て
い
た
。

阿
州
日
日
さ
ん
は
、
粟
大
農
サ
耶
卒
、

三
十
五
年
に
外
務
省
入
り
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
両
大
仙
棉
‥
香
港
細

事
棉
勤
務
の
あ
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の

E
C
代
お
郎
公
使
を
持
て
六
十
一
年

三
日
か
ら
文
郎
省
山
向
、
大
臣
作
り

肺
誹
宮
と
し
て
活
相
中
だ
っ
た
。

秋
川
車
輌
山
南
小
町
十
一
川
上
の

実
家
に
は
お
母
さ
ん
が
独
り
往
し
だ
。

匹
同
人
と
し
て
参
叫
ム
ト
掴
咋

か
ら
は
鋸
躯
人
と
し
て
全
日
の
指
導

と
歌
総
発
行
に
尺
、
力
。
鵜
歌
人
思
純

会
を
股
j
L
、
六
卜
一
年
か
ら
は
代
表

理
事
と
な
り
、
「
さ
き
が
け
秋
的
」

遡
彗
「
諏
刷
」
舶
集
同
人
な
ど
和
歌

文
学
中
心
に
腑
広
く
活
用
、
昭
和
川

上
年
か
ら
上
し
年
間
、
母
校
の
数
的

を
務
め
た
。
六
上
布
秋
川
車
文
化

草
受
彗
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中
村
氏
は
人
証
十
一
年
二
日
十
一

日
生
ま
れ
。
三
卜
し
年
間
に
わ
た
り

特
殊
教
育
の
振
興
に
取
り
組
み
、
県

内
小
、
中
学
校
へ
の
特
殊
半
枚
の
股

置
を
肋
進
さ
せ
た
。
秋
人
教
育
学
部

教
唆
同
サ
部
付
届
養
調
学
校
初
代

蛇
桟
現
在
も
鵜
特
殊
故
で
f
間
丈
一
長
、

卑
心
身
肺
バ
兄
拙
サ
肺
誹
会
良
を
務

め
、
五
士
軍
に
県
整
劫
労
埼
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I瑚化朝市
功　　文
労忠イヒ
章者Ilお
氏
一
S
l
O
一

語
芙
氏
一
S
1
4
一

中
村
　
国
邸
氏
（
S
曇

◎
勲
三
等
旭
日
中
綬
章

穴
沢
　
辰
雄
氏
（
S
8
一

◎
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

金
子
　
革
二
氏
（
T
誓

◎
勲
五
等
瑞
宝
章

奈
良
　
順
介
氏
（
S
7
〉

◎
厚
生
大
臣
表
彰

山
谷
　
浩
二
氏
（
S
釦
④
）

◎
文
部
大
臣
表
彰

大
槻
　
家
静
氏
一
S
曇

◎
け
生
大
臣
表
彰

若
松
　
査
沼
氏
一
S
は
）
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l
事
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i
映
。
秋
日
高
と
接
用
の
満
が
推
ん
で

い
る
と
裡
批
‥
さ
れ
て
い
た
。
記
念
溝

油
は
同
校
二
十
五
咋
率
の
舛
熔
け
艮

賞
式
典
終
了
後
の
懇
親
会
は
会
冊

六
千
日
、
秋
日
と
接
が
あ
る
全
日
も

六
、
七
人
い
て
前
が
は
ず
ん
だ
、
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

l

l

t

者
数
は
国
公
私
立
含
め
三
百
人
。
う

ち
東
大
土
天
（
現
役
七
人
）
北
大

九
人
（
同
二
人
「
火
北
大
用
土
天

（
同
二
上
二
人
）
私
学
で
は
早
大
五

十
人
（
同
十
七
人
）
座
大
三
土
ハ
人

（
同
十
五
人
一
で
1
i
f
年
、
有
名
大
学

に
数
多
く
人
‥
栴
し
て
い
る
進
学
校
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
蝿
ん
で
宴
の
甲
子

間
大
会
に
も
二
回
山
均
し
て
い
る
。

同
窓
会
は
昭
和
二
土
ハ
年
、
「
水
中

会
」
と
し
て
柏
成
さ
れ
、
三
十
一
年

に
「
水
中
一
高
会
」
と
改
称
、
さ
ら

に
五
十
凶
年
十
二
月
に
現
在
の
「
知

迫
会
」
と
改
称
し
た
。
知
道
会
の
山

未
は
「
知
　
萬
物
に
周
く
し
て
、
迫

天
下
を
済
ふ
」
か
ら
名
付
け
た
と
い

う
。
現
会
技
は
山
本
満
男
氏
。

J
i
十
四
年
に
刷
立
甫
周
年
紀
念
式

典
を
行
っ
た
が
、
そ
の
紀
念
兢
喪
と

し
て
倣
地
内
に
研
帽
施
設
「
知
遇
会

棺
」
を
完
成
し
た
。
こ
と
し
十
月
三

十
日
に
は
百
十
周
年
記
念
事
業
を
行

っ
た
が
、
・
王
な
記
念
事
某
と
し
て
、
在

校
生
L
気
高
楊
資
金
」
を
設
立
な
ど

が
あ
る
。

佐
竹
藩
の
根
が
あ
る
と
は
い
え
、
糟

突
な
紙
で
正
直
な
と
こ
ろ
戸
惑
い
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
▼
し
か
し
水
戸

一
骨
同
は
飛
川
他
州
を
生
み
、
そ
の
穂

川
が
二
代
目
同
窓
会
長
を
稚
め
た
と

聞
い
て
よ
り
身
近
に
感
じ
た
。
早
f
i

n

川
の
安
部
磯
緋
の
「
知
識
は
学
間
か

ら
、
人
格
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
」
の
珊

陶
を
受
け
、
「
人
間
を
作
る
，
I
f
球
」
を

神
恥
と
し
た
飛
川
野
球
は
、
母
校
の

文
武
両
道
抑
神
と
多
分
に
共
通
し
て

い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
▼
関
東

に
あ
り
な
が
ら
地
勢
に
恵
ま
れ
ず
、

長
年
、
財
政
的
に
も
揮
し
ん
で
き
た

茨
城
県
と
軽
済
の
地
盤
沈
下
に
悩
む

本
鵜
。
維
新
の
際
は
数
多
く
の
先
駆

者
を
出
し
な
が
ら
、
な
ぜ
か
明
活
政

府
の
中
心
か
ら
外
さ
れ
た
水
H
藩
と

戊
尿
の
役
で
は
、
常
叩
に
な
り
な
が

ら
、
さ
ほ
ど
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
か

っ
た
佐
竹
準
‥
太
j

I乙
津
刷
と
日
本
海

－
11叫の
通
い
こ
そ
あ
る
が
、
秋
川
、
茨

城
の
問
に
は
用
地
ず
る
面
も
少
な
く

な
い
よ
う
に
思
え
る
▼
折
角
舞
い
込

ん
だ
プ
ロ
ポ
ー
ズ
、
前
向
き
に
検
出

す
る
の
が
ス
ジ
で
あ
る
。
末
知
の
文

化
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
ら
ず

新
し
い
迫
も
妬
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

同
窓
会
か
ら
現
役
ま
で
帖
広
く
交
沈

す
る
手
段
を
ま
ず
は
模
索
す
る
べ
き

で
あ
る
。

天
上
天
下
一
．
1

か
つ
て
〝
半
生
野
球
の
父
〟
、
と
い

わ
れ
た
飛
川
根
州
は
、
「
避
手
を
食
い

物
に
し
、
機
械
の
よ
う
に
坤
フ
企
丑

家
は
き
ら
い
」
と
、
生
呵
プ
ロ
野
球

を
見
な
か
っ
た
と
い
う
。
い
さ
さ
か

的
時
代
的
で
は
あ
る
が
、
茨
城
鵜
人

の
鵜
民
性
を
表
し
た
も
の
と
し
て
興

味
輝
く
感
じ
た
▼
茨
城
県
に
は
、
〝
水

戸
の
三
ば
い
〟
と
い
わ
れ
る
県
民
性

が
あ
る
。
つ
ま
り
「
骨
っ
ぽ
い
」
、
「
怒

り
っ
ぽ
い
」
、
「
理
旭
っ
ぼ
い
」
だ
が
、

こ
の
三
ほ
い
を
形
づ
く
っ
た
の
は
、

生
魔
性
の
低
い
n
然
と
水
戸
学
川
神

と
い
わ
れ
て
い
る
▼
水
戸
半
は
紺
神

主
頚
と
一
般
で
は
見
ら
れ
て
い
る
が

溌
料
の
収
狼
な
ど
は
科
学
的
な
の
が

持
喝
　
こ
れ
が
水
戸
光
閻
や
徳
川
斉

昭
に
よ
っ
て
堅
持
さ
れ
、
そ
れ
を
奉

ず
る
人
々
の
中
か
ら
維
新
の
先
駆
者

を
出
し
た
。
そ
の
茨
城
鵜
の
水
戸
一

両
か
ら
姉
妹
捷
籾
を
持
ち
込
ま
れ
た
。

中村歯科医院

賞（S時）

動（S3旺）
一

1

1

　

日

目

l
一
h
H
J
　
一

日
目
∵
リ
】

一

存

㍉

り

L

l

t

，

一

1

1

－

日
ス
の

l

l

．

ヽ

　

仁

日

．
　
　
　
′
　
′
l
l

一

題

t

。

1
－
四
川
料

．
・
j
l
削
　
t
－

諜
川

院　投

中村
刷院良

中村
伏日直

TE

昭8卒会員一同

一　務局

藤本儀二郎
（S8年）

肘I川け胡凍1－9…24
TE L0188（33）50個

秋
田
県
立
農
業
短
期
大
学

学
　
　
長
山
口
邦
夫

（
S
1
8
宰
）

扶
日
出
泉
一
の
坪
一
八
ノ
三

秋
Ⅲ
酒
販
株
式
会
社

常
務
取
締
役

．
鹿
島
正
男
（
S
1
8
辛
）

秋
日
出
梱
山
興
和
町
二
ノ
一
二

丁
楽
曲
科
医
院

一

千
葉
正
人
（
S
1
8
宰
）

伏
日
出
r
伏
大
川
町
六
ノ
一
一
．

祀
∬
一
。
．
八
八
三
∴
－
∴
国
．
∴
八
柑‘‘＿l

出
　
野
勇
本
日
付

一

一

l

■

l

■

■

■

　

　

　

l

・小
野
久
雄

（
S
1
8
牛
）

桃
川
市
金
星
追
分
海
と
穴
一
八
打

電
∬
（
∵
八
八
一
し
三
一
二
一
一
四
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一
万
人
か
ら
返
事
、
増
刷
へ

3

月

末

に
刊
行

来
年
三
月
未
の
川
裾
を
め
ざ
し
て

い
る
同
窓
会
名
簿
の
糾
集
作
葉
が
大

づ
め
に
入
っ
て
い
る
。
虜
高
宮
朗
黍

〓
艮
以
下
土
二
人
の
名
細
黍
日
食
は

暮
れ
の
酪
忙
も
も
の
か
は
、
原
稿
の

手
配
、
収
興
鮪
興
冊
合
と
圧
倒

的
な
物
机
の
曲
に
毎
日
、
時
間
と
の

闘
い
を
地
い
ら
れ
て
い
る
。

会
只
名
の
碓
総
に
は
、
①
昭
榊
4
0

年
以
肋
の
年
次
萌
治
、
大
正
を
隙

く
）
は
、
各
年
次
代
表
者
か
ら
原
情
を

提
出
し
て
も
ら
う
。
②
昭
和
4
1
年
～

昭
和
5
0
年
の
年
次
は
、
百
十
悶
年
紀

念
名
簿
紀
職
に
も
と
づ
く
。
③
昭
和

同
窓
会
名
簿
編
集
大
づ
め

5
1
年
一
昭
仰
…
年
の
年
次
は
す
葉
生

名
陣
に
よ
り
叫
化
に
冊
会
す
る
。
①

～
③
の
作
賞
で
根
ま
っ
た
名
川
に
も

と
づ
き
二
〃
八
「
人
に
の
ぼ
る
全
日

総
数
の
う
ち
、
物
故
彗
住
所
不
明
者

を
除
く
約
二
ガ
人
に
同
窓
会
名
縛
椰

紀
子
的
カ
ー
ド
を
送
っ
た
結
果
、
約

一
万
人
か
ら
返
邦
が
返
っ
て
き
た
。

名
叩
委
貝
会
は
こ
れ
を
昨
秋
購
入
し

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ソ
ー
ド
M
6
8
M

X
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
な
か
ら
残
る
約

半
数
の
会
H
の
照
会
、
碓
興
校
正
を

急
い
で
お
り
、
橘
を
琉
ね
る
こ
と
す

で
に
三
喝
し
か
し
、
何
し
ろ
膨
大
な

数
に
の
ぼ
る
た
め
、
印
刷
の
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
か
ら
名
縛
の

虫
く
い
は
あ
る
程
度
叔
け
ら
れ
そ
う

も
な
い
情
勢
だ
。

出
初
掴
千
郡
を
見
込
ん
で
い
た
印

刷
は
、
特
に
若
い
年
次
か
ら
の
予
約

巾
し
込
み
殺
到
に
五
千
五
百
郡
に
変

更
と
な
り
委
H
た
ち
を
感
激
さ
せ
て

い
る
。
規
模
の
大
き

い
同
窓
囲
業
者
か
ら

兄
頼
り
を
取
り
、
一

社
に
潤
定
の
う
え
い

よ
い
よ
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
デ
ー
タ
バ
ン

ク
を
利
川
し
て
つ
く

る
、
全
国
で
も
珍
し

い
同
窓
会
名
簿
の
印

刷
が
大
j
一
里
輪
に
入
る
。

▲
時
間
と
の
闘
い
を

強
い
ら
れ
て
い
る

名
簿
委
員
会

常
置
委
員
会
だ
よ
。

だ
よ
り
2
7
号
発
行
後
に
開
催
さ
れ

た
常
置
委
H
会
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

∇
企
画
委
員
会
　
第
三
国
の
委
員
会

は
、
十
一
月
二
「
五
日
、
新
し
く
4
現

当
に
な
っ
た
小
玉
刷
会
珪
を
埋
え
て

那
〓
㌫
柏
本
店
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

年
次
・
役
目
会
費
の
納
入
に
つ
い

て
は
、
か
ね
て
不
公
平
感
が
あ
る
と

の
指
摘
あ
り
、
本
委
H
会
に
検
肘
を

依
頼
さ
れ
て
い
た
。
大
川
委
H
l
長
か

ら
押
納
な
拭
井
を
準
三
案
が
昼
が

さ
れ
た
が
、
納
入
率
と
の
兼
合
い
も

あ
り
、
更
に
検
肘
を
紐
け
る
こ
と
に

し
た
。創
立
百
二
十
周
年
記
念
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
分
む
l
を
決
め
て

素
案
を
提
案
す
る
こ
と
に
し
た
。

先
般
、
創
立
打
十
周
年
を
迎
え
た

水
戸
一
砧
の
同
窓
会
一
如
追
会
一
か

ら
姉
妹
撮
籾
の
申
し
入
れ
の
あ
っ
た

件
に
つ
い
て
初
め
て
貼
瑚
と
な
り
、

紀
念
式
典
に
出
席
し
た
小
三－ぇ
刷
会
接

よ
り
い
ろ
い
ろ
と
説
明
を
聴
き
、
人
′

後
肋
向
き
に
検
出
す
る
こ
と
に
し

た
。
∇
広
報
委
員
会
だ
よ
り
二
十
八
け

発
行
に
つ
い
て
の
打
合
会
は
、
川
当

の
小
林
副
会
長
出
席
の
も
と
に
、
十

一
月
二
十
九
日
駅
糾
鎌
Ⅲ
会
相
で
開

い
た
。
在
校
生
に
は
新
学
期
早
々
に

配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。

∇
名
簿
委
員
会
l
既
に
故
柊
の
段
間

に
入
り
、
憾
々
小
委
員
会
を
開
椰
し
、

委
貝
旗
は
下
校
正
、
照
合
の
作
某
に

も
換
わ
り
、
米
華
二
月
未
発
行
を
目

途
に
頑
張
っ
て
い
る
。

事
務
局
だ
よ
。

∇
事
務
局
は
、
来
布
発
行
予
定
の
名

簿
作
成
の
た
め
多
忙
を
極
め
て
い
る

が
、
碓
徳
・
千
的
カ
ー
ド
が
仕
所
不

1
．

明
と
の
こ
と
で
沢
山
返
戻
さ
れ
て
来

て
い
る
。
特
に
卒
葉
年
次
川
上
年
代

が
多
く
、
空
欄
の
多
い
名
簿
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
人
′
か
ら
心
配
し

て
い
る
。
各
年
次
質
住
者
に
は
大
変

ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
る
が
、
な

お
一
層
の
ご
協
力
を
お
噺
い
し
た
い
。

▽
十
一
月
末
現
れ
で
、
年
次
会
費
の

納
入
年
次
は
、
S
6
～
1
5
、
1
7
～
1
9
、

2
0
⑤
、
輿
墾
輿
2
7
、
輿
輿
墾

輿
興
4
9
、
興
の
二
十
五
年
次
、
役

月
会
費
の
納
入
率
は
約
六
十
九
％
で
、

何
れ
も
年
度
当
初
の
子
井
に
連
し
て

い
な
い
。
一
月
未
ま
で
に
は
完
納
を

一

i
j
願
い
し
た
い
。

▼
だ
よ
り
二
卜
し
け
で
柑
批
‥
後
の
会

雅
は
次
の
通
り
。

▽
9
・
3
0
　
だ
よ
り
二
十
七
号
発
行

▽
1
0
・
1
5
　
S
1
3
宰
す
薬
ム
十
川
年

配
念
同
期
全
開
郁
▽
1
8
　
水
戸
一
曲

同
粟
一
二
知
追
会
）
酔
即
と
悪
淡
会

▽
3
0
　
小
五
刷
会
艮
水
一
冥
高
納
厳

存
十
周
年
紀
念
式
典
に
参
列
▽
〓
・

1
2
　
本
証
支
部
総
会
▽
1
6
　
名
簿
小

委
〓
会
▽
1
8
　
楊
沢
・
雄
勝
支
郎
総

会
▽
1
9
　
男
此
立
郎
総
会
▽
2
2
　
札

幌
支
郎
総
会
▽
2
4
　
秋
川
市
役
所
羽

城
会
▽
2
5
　
的
三
l
回
企
画
委
月
会
▽

2
6
　
松
鳴
会
総
会
・
囲
仙
北
支
那
総

会
▽
2
9
　
広
報
黍
‖
会
▽
1
2
・
3

他
日
川
支
那
総
会
▽
8
　
那
六
回
名

紳
委
員
会
▽
1
0
　
能
代
・
山
本
支
那

総
会
▽
1
5
　
常
住
埋
悪
彗

閣議品横間
二1－－－1＝、一一㌢一一・■一一‾嵩昭準一一：＿－

r‾－－’‾‾　　　一　一　一　1

■

時
葛
・

‘

l

。
鑑
．
、
仕
出
転

岡、
、

ヽ
h

断
．
ヤ
ふ
．
当

り

」

　

　

　

　

／

l
●
題
J
㌣
l
T
．
・
ヽ
▲

柑
岬
l
U
H
】
m
臨
l
l
喜
園
喜
田
l
l

「

．

1 ■
■
■
賀
H
H
l
l
回

ロ
ロ

国
闊
惇
S
M
れ
表
題
喜
【
減

∵
二
一

㍍コ室
．
〆i：コ

て
い
る
心
の
文
化
を

大
切
に
」
と
説
か
れ
、

ま
た
親
友
だ
っ
た
秋

日
中
同
窓
会
1
．
1
・
故

市
柳
安
城
博
士
の
思

い
出
に
触
れ
ら
れ
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

矢
留
ク
側
は
夫
人

同
伴
が
十
川
人
も
お

り
、
囚
回
目
の
こ
と

と
あ
っ
て
ヱ
た
い
に
顔

見
知
り
、
再
会
に
前

も
は
ず
み
、
ク
フ
ォ

ケ
合
戦
互

野
球
郎
O
B
会
・
矢
印
ク
ラ
ブ
は

十
月
二
十
九
日
、
京
都
に
通
輿
旧

京
都
二
中
野
球
部
O
B
会
・
鳥
羽
ク

ラ
ブ
と
今
年
で
川
回
目
の
規
押
野
球

状
人
Ll
を
行
っ
た
。
追
い
つ
追
わ
れ
つ

緊
迫
し
た
試
合
だ
っ
た
が
、
欠
翻
ク

に
球
迎
な
く
9
－
8
、
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
負
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
刈
戦
成

約
は
2
－
2
。

こ
の
親
軒
拭
介
は
大
jl江
川
年
の
那

一
国
全
国
中
等
学
校
使
勝
野
球
大
会

一
現
全
国
諏
校
野
球
潤
手
桶
入
会
）

の
決
勝
で
対
戦
し
た
秋
川
中
と
京
郡

二
中
の
綾
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
さ

る
六
卜
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
今

咋
は
京
二
中
側
の
当
絆
で
行
わ
れ
、

欠
留
ク
か
ら
は
和
賀
政
男
会
長
以
下

二
士
二
人
が
京
印
に
速
征
し
た
。

当
日
の
京
郡
は
木
机
ら
し
第
一
号

が
吹
き
、
般
高
気
温
一
国
度
と
i
I

£
年

よ
り
革
五
肢
も
低
く
、
時
々
雨
が
降

る
悲
天
候
だ
っ
た
。
年
後
一
時
す
ぎ
、

会
場
と
な
っ
た
京
二
中
の
後
納
校
鳥

羽
市
吹
舞
楽
郡
の
マ
ー
チ
に
合
わ
せ

た
入
城
行
進
で
開
会
式
が
始
ま
っ
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

矢

留

ク

4

0

0

3

．

0

0

1

鳥

羽

ク

0

2

0

5

0

1

Xl

89

一
秋
）
竹
里
工
藤
－
神
輿
小
野

∵
　
（
京
）
西
川
－
谷
村

▽
二
星
打
＝
本
多
、
進
雌
、
1
1
崎
（
以

上
秋
川
）
、
加
臓
、
池
川
、
三
輿
以

上
京
都
）
拭
合
後
、
京
加
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
思
規
全
日
写
真
日
。
席
圭
歩
一

中
同
窓
会
名
作
会
良
の
平
沢
r
剛
．
民
（

元
京
郁
大
半
総
些
か
「
地
方
に
戟
っ

洋
画
家
佐
藤

文
雄
氏
囲
み

l
ニ
和
余
子
は
卒
）
の
集
い

8
8
・
九
月
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
村
に
於
て
、
氏
の
近

作
を
壇
ポ
し
た
「
佐
藤
文
雄
個
展
」

（
秋
川
魁
新
軸
祉
主
催
）
が
開
か
れ

た
。
一
昨
年
披
れ
の
画
壇
に
活
用
し

た
功
約
に
よ
り
、
県
文
化
功
労
草
を

受
輩
し
た
配
念
の
仙
展
で
あ
っ
た
。

披
れ
の
来
秋
を
機
に
、
大
正
士
一

布
車
の
我
々
が
九
月
三
日
年
後
川
時

か
ら
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
「
き

の
く
ら
」
に
集
ま
り
一
夕
を
楽
し
く

週
ご
し
た
。
何
時
も
な
ら
土
「
三

名
も
躯
ま
る
同
級
会
で
あ
る
が
、
八

十
歳
を
通
に
他
し
た
人
′
は
故
障
者
も

あ
り
、
被
れ
を
加
え
て
八
名
で
あ
っ

た
。佐
藤
君
の
絵
の
新
し
や
、
安
藤
舶
路

明
君
の
俳
句
談
義
、
川
〓
君
の
秋
川

の
ホ
い
明
「
土
つ
き
叫
l
L
の
披
露
な

ど
あ
り
、
何
時
果
て
る
と
も
知
れ
な

い
楽
し
い
会
合
で
あ
っ
た
。

安
藤
錆
明
君
の
俳
句
一
文
飾
君
の

個
展
に
寄
せ
て
一

個
展
聞
く
八
十
路
の
君
よ
口
　
笛

▽
出
席
者
　
金
子
恭
三
、
佐
藤
文
雄
、

安
藤
五
郎
、
小
西
連
川
郎
、
石
井
乃

武
夫
、
佐
棒
達
三
郎
、
高
橋
艮
四
郎
、

川
口
弥
之
助
　
　
　
（
小
西
紀
）■

口
■
円

少
年
の
こ
ろ
の

思
い
出
話
に
花

柑
人
が
出
席
、
昭
五
会

昭
聖
ハ
士
二
年
度
の
昭
五
会
総
会

を
九
月
二
十
六
旦
土
一
牛
後
三
時
か

ら
、
千
秋
会
館
一
秋
川
市
南
通
り
み

そ
の
町
）
で
開
椎
。
出
席
者
十
九
重

定
刻
開
会
、
本
間
代
表
幹
事
が
会

務
、
会
員
の
消
息
お
よ
び
会
計
轍
館

を
、
種
山
監
事
が
酢
韮
報
批
‥
を
行
い

承
認
。
塩
川
会
長
か
ら
同
窓
会
の
現

簿
の
作
製
状
況
、
㈹
野
球
郡
の
来
非

の
甲
子
開
山
場
を
期
種
．
等
の
糾
曾

あ
り
、
続
い
て
、
在
京
昭
五
会
の
斎
藤

況
に
つ
い
て
紺
地
じ
か
あ
っ
た
。

本
年
に
は
い
っ
て
死
去
し
た
小
野

岡
噂
加
藤
駅
「
大
高
正
夫
、
三
君

の
冥
福
を
折
っ
て
黙
初
の
後
、
懇
親

会
に
は
い
る
。
さ
す
が
に
溝
鼠
は
い

さ
さ
か
減
っ
た
よ
う
だ
が
、
な
か
な

か
の
健
峻
ぶ
り
が
見
ら
れ
、
少
年
の

日
の
思
い
出
に
満
が
は
ず
み
、
時
の

持
つ
の
も
忘
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
文
質
棚
潤
一

ね　一l璃】l　●　●■いt川Jl■　●Ih●■

況
、
川
当
番
の
年
次
別
、
惣
貢
旦
再
次
郎
幹
事
か
ら
、
在
京
会
貝
の
状
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恩
価
や
先
珊
囲
み

卯
申
会
の
総
会

我
々
秋
川
中
学
校
昭
和
七
年
牢
、

同
期
生
（
卯
申
会
）
の
秋
凹
県
総
会
を

去
る
十
月
五
日
秋
Ⅲ
駅
的
タ
ー
ミ
ナ

ル
・
ホ
テ
ル
で
開
い
た
。
山
下
四
郎
先

生
、
村
山
多
七
郎
さ
ん
、
安
倍
輿
さ
ん

経
済
の
つ
な
が
り
や

郷
土
の
先
覚
再
認
識

近畿支部総会

近
肢
支
郎
総
会
は
九
月
十
川
‖
年

後
五
時
か
ら
、
大
阪
巾
大
淀
区
豊
崎

三
丁
目
の
火
汀
ホ
テ
ル
＝
写
真
日
で

間
か
れ
た
。
同
文
郡
は
大
阪
市
l

ノ
」
を

中
心
に
京
机
、
神
戸
杏
良
な
ど
周
辺

郡
市
在
は
者
含
め
全
日
一

l
は
二
r
r
人
を

顛
え
る
。
会
場
の
粟
津
ホ
テ
ル
は
刷

支
郡
良
の
小
玉
保
次
氏
（
S
2
0
年
）
の

経
常
ゲ
ス
ト
に
は
同
じ
関
西
地
l
哀

在
は
の
秋
工
、
秋
商
、
捕
手
高
の
同

窓
会
代
糞
そ
れ
に
本
部
か
ら
は
、

小
北
村
太
郎
刷
会
嬰
S
1
8
年
）
、
累

日
弘
校
生
S
2
6
咋
）
、
日
大
聡
一
広

軌
委
1
1
螢
S
フ
王
が
出
席
し
た
。

中′
ヽ

食
は
渡
辺
宏
良
神
事
竺
S
2
0
年
一

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
在
阪
生
活
国

士
再
と
い
う
石
黒
次
郎
支
那
艮
（

S
6
年
）
が
「
こ
と
し
は
兵
坤
県
で

行
わ
れ
た
砧
校
総
体
で
母
校
の
軟
式

野
球
や
剣
道
が
火
活
紺
し
て
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
会
f
l
は
広
穐
問
に
散

在
し
、
ふ
だ
ん
は
通
路
も
と
り
に
く

い
が
、
刃
と
役
か
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る

と
集
ま
り
や
す
く
、
こ
れ
が
同
窓
仲

間
の
つ
な
が
り
を
探
め
る
こ
と
に
な

る
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
本
部
の

小
※
刷
会
長
が
、
同
窓
会
の
現
状
を

報
告
し
た
う
え
秋
川
市
制
白
周
叶
、

r一‾’r

鈍
行
の
別
始
者
で
戦
前

の
政
廟
界
で
重
鎮
を
な

し
た
町
川
忠
活
の
柚
で

関
西
経
済
界
が
秋
川
人

の
手
で
支
え
ら
れ
た
時

代
が
あ
っ
た
と
の
小
玉

剛
会
良
の
話
に
、
郷
土

の
先
北
の
偉
大
さ
を
再

総
純
し
た
人
も
多
か
っ

た
。宴
が
深
ま
る
と
校
歌
、

応
援
歌
の
斉
昭
と
な
っ

た
が
、
校
歌
の
打
頭
を

戊
辰
戦
争
か
ら
亘
手
年
を
来
年
に

捷
え
た
鵜
内
情
勢
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
故
年
良
の
石
目
伸
雄
氏

〒
1
4
年
）
の
押
猟
で
乾
杯
、
思
現

会
に
入
っ
た
。

箭
題
を
集
め
た
の
は
、
大
阪
と
本

Ll
一
㌔
と
の
軽
済
的
な
？
ふ
リ
。
三
和

′
l

と
つ
た
の
が
、
女
性
の
一
期
生
で
日

航
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
O
G
会
関
西
支

郁
世
前
人
の
豊
川
埠
十
さ
ん
一
S
”

咋
）
と
同
3
6
在
車
の
臓
井
敬
子
さ
ん
。

二
人
の
美
声
に
引
き
辿
ら
れ
た
よ
う

に
会
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
、
時
間

の
緯
週
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

両
先
郡
を
お
招
き
し
て
計
十
八
名
山

席
。会
は
渡
辺
孝
之
輔
君
の
司
会
で
始

ま
り
、
幹
事
桐
沢
の
あ
い
さ
つ
、
恩
興

先
姉
の
夫
々
味
の
あ
る
な
つ
か
し
い

秋
中
時
代
の
お
新
し
、
伊
藤
幸
枝
君

の
乾
杯
の
宵
興
飲
む
程
に
、
酔
う
ほ

ど
に
お
互
い
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
、

恨
旧
談
が
飛
び
か
い
伸
々
の
意
詭
あ

る
盛
会
で
あ
っ
た
。
　
（
桐
沢
紀
一

′

ヽ

′

・

ヽ

′

ヽ

′

ヽ

′

i

物
故
者
別
人

の
追
並
‖
法
要

古
希
迎
え
た
十
l
紫
会

昭
和
十
一
年
牢
十
一
紫
会
（
会
良

佐
臓
l
C
拾
氏
）
で
は
本
年
の
同
窓
会

を
、
し
上
根
の
古
希
を
埋
え
た
一
つ

の
節
目
と
し
て
、
本
年
五
名
も
の
余

日
が
川
つ
い
で
物
故
す
る
と
い
う
Ⅲ

・
l
フ
せ
に
、
同
窓
で
あ
る
当
柚
守
仕
職

木
目
鈴
〓
柚
の
心
く
ぼ
り
も
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
I
一
戦
没
し
た
人
、
柄
を
Ⅲ
て

物
故
さ
れ
た
八
上
川
わ
の
追
押
法
要

を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
。

卜
月
二
王
二
日
同
寺
院
に
参
恒
し
、

敢
融
な
法
要
を
営
む
こ
と
に
よ
。
、

悪
調
探
い
同
窓
会
を
催
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

i欄竿灯恨道元
秋II相良遣株式会社

雄

巾

Juヽ
（S28宰）

屋
）…
ま

′
L
l
l
l
▼

青
桐

日（

高

取締役圧Iと

瀬下鉄五郎　小　林
（S28辛）

抽曹盟結計普㌶l　伸男普鼎翳㌶

哺
甑
は
摘
道
具
専
門

有
限
会
祉
日
の
丸
屋

代
表
取
締
役

渡
け
n
ド

立
口

話uIO

甜
菜町
二四

秋l　軍胱〒

山

県

誹

達
郎

（
S
2
8
卒
）

r

H

三

一

し

一
三
四
四
八
㈹

会

議

只

自
民
党
秋
田
県
支
部
連
合
会

幹

事柴
田Iと

康
′　　　▲

一こ＿＿＿＿－ナ

郎

（

S

28

辛
ヽ＿一・′

平
鹿
郁
夫
査
町
乍
大
森
一
八
四

電
話
（
〇
六
二
）
二
六
一
二
二
一
一

内
藤
徹
法
律
事
務
所

在
∵
謂
∵
土
内
麻
（

S

軍徹

秋
川
市
中
通
三
一
一

河
北
ビ

花
満
　
（
三
国
）

＿l．

′ヽ

し当
用二川
㈹憫朝

軌
噌
餌
藤
原
記
念
病
院

院
　
　
長
藤
原
慶
之
（
S
2
8
丼
）

雨
秋
川
郁
夫
主
用
天
一
三

°
．

で
」
江
川
川
上
し

霊
（
？
六
八
）
比
省
三
㌍

一
一
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校舎を見学、記念誌も発行

昭
和
士
二
先
ヰ
（
秋
中
5
1
朝
会
）
の

意
苧
芋
川
年
配
念
祝
㌫
同
型
青
、

卜
月
十
五
日
年
後
五
時
年
か
ら
、
秋

川
市
タ
1
・
、
ナ
ル
ホ
テ
ル
で
、
鵜
内

外
の
同
期
生
川
士
人
が
一
北
に
会
し

て
開
か
れ
た
。

大
槻
幹
事
の
司
会
進
行
で
、
ま
ず

粥
川
幹
l
－
t
か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
次
い
で
石
沢
幹
更
‖
雷
神
祉

出
珂
）
の
発
揮
で
、
職
域
に
散
り
桐
魔

に
倒
れ
た
、
八
土
ハ
名
の
物
故
者
に

対
し
赦
か
に
m
柚
を
さ
さ
げ
た
。

や
が
て
配
念
行
事
実
行
委
貝
を
代

表
し
て
骨
脱
幹
事
か
ら
、
卒
業
五
十

周
年
に
当
た
り
、
計
画
し
た
掴
つ
の

行
半
記
念
同
期
会
、
紀
念
誠
発
行
、

布
附
募
金
、
l
撞
校
抽
間
一
に
つ
い
て

の
桂
過
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
皐
Ⅲ
学
校
技
に
菅
原
代
表

幹
事
か
ら
母
校
に
対
す
る
宵
附
金
五

十
万
円
の
日
録
が
噌
呈
さ
れ
、
室
田

校
長
が
謝
辞
を
雅
ね
て
母
校
の
現
況

を
説
明
さ
れ
、
引
き
続
き
塩
u
同
司
窓

会
長
か
ら
ほ
お
祝
の
こ
と
ば
と
同
窓

＼
1
・

会
の
活
動
状
㌣
．
比
べ
ら
れ
た
。
県

外
か
ら
参
加
し
た
同
期
生
を
代
表
し

て
稲
見
在
大
黒
仙
人
‥
）
か
ら
「
五
十

年
の
故
月
を
超
え
て
集
い
、
会
え
た

汀
び
と
幸
せ
を
噛
み
し
め
て
大
い
に

交
歓
し
よ
う
し
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

在
京
同
期
会
の
北
鴫
千
代
語
君
（
相

沢
）
の
曹
頭
で
蛇
杯
し
祝
宴
に
は
い

っ
た
。

舐
闇
は
忽
ち
牛
l
叶
紀
肋
の
秋
中
時

代
の
思
い
山
や
、
亡
き
学
友
の
こ
と
、

咄
争
の
墾
戦
後
の
苦
労
肺
と
紐
き
、

久
欄
を
語句
I
L
避
迫
を
汀
び
人
い
っ
た
。

雌
の
ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
鈴
木
哲

郎
幹
事
、
石
北
茂
治
君
（
札
幌
）
、
菅

原
光
一
更
仙
ム
‥
）
、
奥
山
鵬
雄
君
（
仙

台
）
、
森
山
弟
一
郎
君
ら
の
近
況
を
交

、
え
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ

ー
チ
で
会
場
は
ぐ
っ
と
賑
わ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
希
望
者
十
名
ぐ
ら

△

崩臥
つどしヽ

い
で
、
市
内
を
巡
り
、
新
装
間
も
な

い
校
合
を
机
な
く
見
璧

肥
念
随
「
紫
紺
し
刊
行
卒
某
J
L

十
周
年
を
配
念
し
て
、
近
況
だ
よ
り

を
中
心
に
、
思
い
山
の
写
尭
興
物

故
者
を
偲
ぶ
お
便
り
、
同
期
生
の
名

簿
な
ど
を
B
5
判
約
八
十
只
に
舶
廉
。

母
校
に
寄
附
金
柑
呈
同
期
生
か

ら
一
日
三
千
円
一
人
一
口
以
上
の

布
附
を
妹
リ
、
臼
標
輿
五
十
万
円
）

に
達
し
た
。
（
菅
原
繁
雄
記
）

＼
－
′

阿
部
新
耳
に

慰
労
の
言
葉

秋
中
五
十
期
秋
の
例
会

秋
中
五
十
期
会
秋
の
例
会
は
、
去

る
十
一
月
二
十
八
日
、
五
時
三
十
分

よ
り
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
於
て
、
会
員
二
土
ハ
名
が
州
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。

滞
有
線
氏
が
代
表
し
て
、
ま
ず
花

輪
時
代
を
通
じ
て
七
期
二
十
八
年
の

技
き
に
わ
た
っ
て
胱
角
市
良
を
務
め

た
阿
即
断
氏
に
慰
労
の
督
薬
を
述
べ

こ
れ
に
対
し
阿
郎
氏
か
ら
は
、
こ
の

辺
で
区
切
り
を
つ
け
た
か
っ
た
の
が

本
心
だ
っ
た
。
思
え
ば
三
十
歳
代
か

ら
よ
く
勤
ま
っ
た
も
の
と
述
恨
さ
れ

た
。
つ
ぎ
に
初
め
て
こ
の
会
に
顔
を

見
せ
た
布
川
博
君
（
卒
業
年
次
は
十

三
年
に
な
っ
て
い
る
一
を
紹
介
、
削

り
か
ら
思
い
川
す
よ
う
な
帥
状
が
聞

か
れ
た
。
故
後
に
桜
谷
同
窓
会
事
務

局
良
か
ら
、
東
京
支
郎
総
会
に
川
席

し
た
つ
い
で
に
、
在
京
秋
中
二
五
十
期

会
（
十
一
月
一
日
間
郁
）
に
山
席
し
た

膜
梯
に
つ
い
て
糾
曾
あ
り
、
思
脱
会

＿
に
移
り
、
会
の
撼
リ
上
が
り
に
つ
れ

て
各
人
テ
ー
ブ
ル
か
ら
テ
ー
ブ
ル
と

歓
頼
、
故
後
に
校
歌
を
斉
昭
し
て
解

散
し
た
。
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卒
業
3
0
年
祝
い

1
1
0
余
人
が
参
加

三
三
会
、
肥
念
随
も
発
刊

秋
些
二
三
会
（
昭
和
三
士
二
血
ヰ
）

は
、
秋
商
を
卒
喪
し
て
三
十
周
年
と

な
り
、
紀
念
の
式
典
・
祝
賀
会
を
開

催
し
た
。
九
月
二
「
五
日
の
式
典
・

祝
n
会
に
は
宥
目
眩
堕
思
柚
、
来
賓

土
ハ
名
を
含
め
て
rr
十
余
名
の
参
加

と
な
り
盛
会
だ
っ
た
。

ま
た
、
肋
臼
二
十
川
‖
」
に
は
し
ば

ら
く
ぶ
り
の
来
秋
の
方
を
対
象
と
し

て
、
1
－
し
切
り
パ
ス
に
て
呼
枚
肋
間

を
行
い
校
技
先
生
、
故
叫
先
生
の
ご

案
内
を
敲
き
す
ば
ら
し
い
授
命
を
押

見
さ
せ
て
枇
い
た
。
そ
の
後
縄
消
水

の
消
椚
工
場
を
見
学
し
、
ア
キ
タ
ニ

ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
前
夜
無

新
支
部
長
に
河
田
氏

札
幌
総
会

役
員
改
選

肩
組
み
和
気
あ
い
あ
い

的
八
回
札
幌
支
部
総
会
は
、
十
一

月
二
士
首
、
札
幌
眩
済
セ
ン
タ
ー

秋
田
民
謡
を
た
っ
ぷ
り
桝
京
支
鍋

本
年
度
東
京
支
部
総
会
は
、
九
月

二
十
九
日
午
後
六
時
か
ら
、
兜
武
池

袋
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
約
五
十
人

の
会
只
が
出
席
し
て
開
伸
さ
れ
た
。

総
会
は
、
糾
合
俊
夫
氏
〈
S
2
6
年
）

の
司
会
で
始
ま
り
、
金
谷
弟
支
部
長

（
T
1
5
空
か
ら
会
計
の
糾
祝
日
を
か
ね

よ
り
総
会
な
ど
も
年
々
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
。
更
に
今
年
の
軟
式

町
球
郡
の
活
用
、
米
審
の
碓
式
野
球

郡
の
選
抜
山
場
の
可
能
性
な
ど
に
ふ

れ
、
今
後
斯
校
食
に
ふ
さ
わ
し
い
文

武
両
面
に
於
け
る
活
用
が
糊
持
さ
れ

る
旨
の
接
拶
が
あ
っ
た
。

て
経
過
説
明
あ
り
　
「
一
7
回

在
京
七
百
五
十
名
の

嬢

会
員
名
簿
を
時
空
　
●
ユ
ロ
．

□

千
郎
作
成
、
会
月
並
　
　
ロ
ロ
コ
。

ぴ
に
本
部
に
送
付
し

た
。
そ
の
た
め
六
十

二
年
度
決
件
は
、
約

三
十
一
万
日
の
赤
字

に
な
っ
た
が
、
本
年

と
来
年
の
会
費
収
入

で
1
・
l
t
ま
る
子
定
と
説

明
、
全
日
の
承
徳
を

誓
。
つ
い
で
、
塩
川
会

接
か
ら
刷
会
良
の
改

輿
当
許
年
次
制
な

ど
の
活
性
化
刈
策
に

’‥’叫－‾■‾ヽ■∵∵…
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校
技
代
理
の
大
谷
戊
教
頭
か
ら
は
、

二
十
数
年
ぶ
り
に
同
窓
の
室
川
弘
校

長
を
迎
え
て
、
職
員
生
徒
一
同
新
し

い
恵
欲
を
も
っ
て
努
力
し
て
い
る
。

日
下
新
校
命
に
ふ
さ
わ
し
い
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
図
る
た
め
、
六
十
五
分

授
畢
二
期
制
を
敷
い
て
進
学
面
の

向
上
に
も
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

今
後
共
母
校
を
嶋
か
い
眼
で
見
守
っ

て
欲
し
い
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

桜
谷
事
務
局
長
か
ら
は
、
同
窓
会
名

簿
の
発
行
、
創
立
百
二
十
周
年
に
向

け
て
今
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
、
今
後
の
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
後
．
恒
例
の
懇
親
会
に
移
り
、

同
期
生
中
心
に
各
テ
ー
ブ
ル
で
歓
純
、

そ
の
間
、
特
別
参
加
し
た
庇
角
市
山

身
の
常
都
会
の
全
土
を
務
め
る
市
川

再
郁
さ
ん
の
一
行
が
、
今
年
も
ま
た

駆
け
何
け
て
秋
Ⅲ
民
細
を
た
っ
ぷ
り

聴
か
せ
、
会
員
た
ち
を
汀
は
せ
て
く

れ
た
。
故
後
は
例
に
よ
っ
て
全
日
で

校
歌
を
斉
昭
し
て
散
会
し
た
。

七
隅
の
「
ニ
ュ
ー
札
幌
」
で
、
本
部

よ
り
斎
藤
広
孝
故
輿
桜
谷
事
務
局

技
を
迎
え
、
事
務
局
を
置
い
て
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
秋
〓
糾
行
札

幌
支
店
長
高
橋
功
氏
の
ご
山
席
を
い

た
だ
い
て
会
只
約
三
十
名
が
参
加
、

鹿
大
に
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
魯
沢
控
二
氏
〈
S
3
3
宰
）
の

司
会
で
始
ま
り
、
河
山
啓
一
郎
支
那

竺
S
2
0
年
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
年

十
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
副
支
部
艮
栗

林
十
些
二
氏
の
ご

冥
福
を
お
折
り
し

て
黙
と
う
。
ま
ず

斎
藤
教
頭
よ
り
学

校
の
現
況
に
つ
い

て
説
明
。
桜
谷
事

務
局
長
か
・
り
は
、

本
部
制
会
艮
二
名

の
改
選
、
名
簿
の

発
H
、
創
立
H
二

十
周
年
に
つ
い
て
、

水
戸
一
轟
同
窓
会

（
知
迫
会
）
よ
り

．
ノ

野●

と
葛
∫
＼

会
長
に
深
井
氏
を
遊
山

松
嶋
会
　
組
織
な
ど
再
検
討
へ

那
川
国
新
屋
地
は
同
窓
会
一
松
鳴

会
）
は
十
一
月
二
王
ハ
日
、
‖
膏
会

肺
（
新
星
）
で
、
宥
川
校
艮
・
小
沢

同
窓
会
刷
会
良
を
お
む
か
え
し
て
行

わ
れ
た
。

当
日
は
大
鵬
ほ
う
－そ
宛
耶
一
昭
7
幸
一

を
は
じ
め
五
十
川
人
も
の
同
窓
生
が

出
嘱
席
圭
小
沢
刷
会
艮
か
ら
、

こ
の
会
が
発
虻
し
て
四
年
目
と
な
る

が
こ
れ
ま
で
の
仕
忠
の
会
か
ら
、
jl三

式
な
支
部
に
し
て
は
と
の
提
案
が
有

り
、
ま
た
出
席
者
よ
り
、
未
定
で
あ

っ
た
会
長
を
潤
圧
し
よ
う
と
の
動
溝

が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
川
席
者
の

総
息
に
よ
り
、
深
井
博
之
先
耶
（
昭

8
竺
を
会
艮
と
し
、
今
後
机
純
づ

■■■■題■J．－二二三≡≡三二二二Tl■品
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n
t
t
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且
的

【
＝
日
日
日
日
u

【
■
■
【
朋
椚
調

く
り
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。余
興
で
は
、
今
回
の
事
務
局
が
れ

接
母
校
に
行
き
休
督
柏
の
ス
一
丁
－
ジ

士
で
現
役
の
応
接
川
か
ら
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
指
導
を
受
け
た
秋
高
汀
面
を

羽
織
・
け
姿
や
学
生
服
で
州
リ
、
や

ん
や
の
嘲
釆
を
受
け
た
。

次
回
よ
り
、
踊
り
手
の
牧
を
徐
々

に
増
や
し
、
将
来
は
全
日
で
抑
り
な

が
ら
締
め
の
校
歌
へ
と
突
入
し
て
い

く
と
い
う
目
論
見
の
よ
う
で
あ
る
。

（
　
平
高
橋
龍
一

の
姉
妹
蛇
掩
申
し
込
み
な
ど
に
つ
い

て
群
紬
説
明
あ
り
。
終
っ
て
会
計
報

告
の
後
、
役
只
改
潤
に
入
り
、
一
郎

留
任
で
別
紀
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

つ
い
で
、
今
野
堕
二
氏
〈
S
2
0
年
）

の
乾
杯
で
懇
親
会
に
入
り
、
各
人
よ

り
自
己
紹
介
、
思
い
山
請
な
ど
が
と

び
よh
U
L
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に

吊
を
組
み
校
歌
を
斉
輿
佐
々
木
郁

夫
兵
S
m
幸
一
の
締
め
で
解
散
、
例

に
よ
っ
て
「
き
り
た
ん
ば
日
付
」
に

流
れ
、
別
れ
を
川
ん
だ
。

新
役
目
は
次
の
如
し
。

▽
支
部
長
河
田
啓
一
郎
一
m
牛
）

▽
剛
支
部
長
今
野
堕
ニ
（
〃
）

▽
″
佐
々
木
郁
夫
〈
〃
一

▽
〃
相
蝿
守
胤
〈
〃
）

▽
幹
事
高
橋
武
彦
一
祁
卒
）

〃
三
浦
冥
3
3
牛
）

〃
骨
埜
輿
4
8
牛
）

ー
■
S
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セ
ン
バ
ツ
に
期
待

本
荘
由
利
支
部
で
総
会

去
る
十
一
月
士
首
、
本
韮
山
利

支
部
総
会
が
同
怒
生
二
十
七
名
が
出

席
し
て
、
本
北
市
ホ
テ
ル
・
ア
イ
リ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

学
校
か
ら
斎
練
教
鞭
同
窓
会
の

小
林
刷
会
長
と
事
務
局
の
桜
谷
先
生

が
山
席
さ
れ
、
学
校
や
同
窓
会
の
状

況
を
（
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
か
ら
一
報

告
さ
れ
た
。

次
い
で
懇
親
に
入
り
、
酔
い
の
ま

わ
る
に
つ
れ
て
、
昔
の
許
や
春
の
甲

子
園
大
会
に
熱
い
糊
相
を
寄
せ
乍
ら
、

時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
股
後
に
校
歌
・

応
援
歌
を
斉
昭
し
て
散
会
し
た
。

会
長
に
高
橋
氏
を
選
出

再
会
、
話
は
ず
む

秋
田
宮
林
局
支
部
の
総
会

毎
年
†
H
例
の
九
月
開
催
総
会
を
へ
・

年
も
九
日
卜
L
U
弥
音
…
会
柿
で
開
催

さ
れ
た
。
細
事
紺
隼
次
年
度
†
杵
も

決
定
さ
れ
、
協
溝
事
項
の
中
で
、
全
日

の
参
加
が
ふ
る
わ
な
い
の
で
、
も
う

一
つ
工
夫
が
必
要
で
な
い
か
と
の
悪

兄
が
あ
り
、
事
務
局
で
は
今
後
ア
ン

ケ
ー
ト
収
集
等
を
し
、
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
た
。

総
会
後
思
脱
会
と
な
り
、
市
橋
会

良
の
接
拶
に
租
い
て
米
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
母
校
同
窓
会
の
小
澤
刷
会

艮
か
ら
会
の
近
況
糾
隼
桜
谷
事
務

局
長
か
ら
学
校
の
近
況
紺
告
が
あ
っ

た
。
又
営
林
局
側
の
海
外
生
活
が
良

か
っ
た
増
子
事
紫
郎
艮
か
ら
は
外
国

の
林
莱
事
情
等
の
i
j
新
し
が
あ
っ
た
。

久
し
ぶ
り
の
柑
会
に
前
L
も
州
み
、

気
分
も
撼
リ
上
が
り
悪
税
は
純
い
た
。

－
新
役
員
　
▽
会
艮
＝
轟
橋
正
行
（

卸
昨
年
）
▽
刷
会
艮
＝
兄
上
昭
太
郎

（
2
8
在
ヰ
）
、
小
五
冥
3
0
咋
ヰ
）
▽
事

務
局
良
一
I
木
曽
旭
燕
3
2
布
幸
一

へ
と
合
流
し
た
日
嗣
夜
祭
も
九
十
名

近
く
の
参
加
者
が
あ
り
三
上
年
振
り

の
証
t
に
化
が
咲
い
た
。

平
準
二
十
周
年
を
配
念
し
て
発
刊

し
た
配
念
は
も
、
昨
年
の
土
方
よ

り
叩
価
を
拙
め
て
式
典
曲
目
に
よ
う

や
く
出
来
上
が
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
活
用
し
て
い
る
同
州
の
方
々

の
生
活
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
て
お
も
し

ろ
い
も
の
が
山
来
た
と
拝
ん
で
い
る
。

一
代
衷
抑
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応
援
団
で
活
躍

の
長
野
君
入
会

東
仙
北
支
部
総
会

九
月
十
九
U
夕
六
郷
町
割
烹
麗
角

に
開
明
小
西
松
治
郎
支
部
艮
接
拶

に
純
い
て
、
塩
川
同
窓
会
長
か
ら
御

揉
拶
、
過
日
の
同
窓
会
総
会
の
邪
等

色
々
お
前
あ
り
、
又
室
l
月
学
校
技
は

勉
学
運
軌
に
肋
む
学
校
の
近
況
御
報

告
な
ど
あ
り
、
懇
親
会
に
入
る
。

京
野
大
三
訳
よ
り
、
長
ら
く
お
ら

れ
た
秋
田
の
会
社
関
係
も
旅
し
て
、

こ
の
三
月
故
郷
の
六
郷
町
へ
帰
り
七

月
に
町
技
に
就
任
さ
れ
た
事
等
、
改

め
て
揉
拶
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
入
会

の
長
野
佳
司
翼
山
Ⅲ
フ
ー
ズ
軌
穣
一

は
学
校
当
時
応
接
用
で
活
用
さ
れ
た

山
で
、
地
区
的
に
新
会
員
の
増
え
な

い
、
沈
退
気
味
の
当
支
部
に
j
E
に
活

気
を
与
え
る
事
と
、
校
歌
、
応
援
歌

の
i
巧
昭
に
も
熱
気
が
溢
れ
た
。

〈
文
負
小
西
幹
事
一
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．

°

．

．

．

．
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今
後
の
支
部
活
動

発
展
確
認
し
合
う

6
3
年
度
湯
沢
雄
勝
支
部
総
会

●

卜
一
日
卜
八
日
牛
後
六
時
か
ら
洞

沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
同
窓
会
よ
り
小
上
聞
会

堕
学
校
よ
り
斉
藤
教
頭
先
生
の
ご

山
席
を
腸
リ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
、

動
勢
に
つ
い
て
の
J
i
満
を
頂
軋
し
た
。

全
日
2
3
名
の
出
席
の
中
、
三
好
功

一
大
先
彿
（
人
1
3
布
ヰ
）
の
発
声
で

乾
杯
し
、
思
規
会
に
入
っ
た
。

ほ
ど
よ
く
ア
ル
コ
ー
ル
が
廻
っ
た

後
、
初
参
加
の
全
日
も
い
た
の
で
、

全
日
・
l
に
〓
己
紹
介
を
J
j
願
い
し
、
市

柁
時
代
の
思
い
出
、
近
況
に
つ
い
て

の
お
前
を
伺
っ
た
。
支
部
活
動
の
活

性
化
を
望
む
巾
も
多
く
聞
か
れ
、
ま

た
小
圭
刷
会
艮
さ
ん
か
・
l
，
も
大
い
に

敵
肋
さ
れ
、
今
後
の
発
展
を
碓
漉
し

あ
っ
た
。
　
（
事
務
局
小
川
弘
二
一
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拭合後ペンチ駒に盤列するナイン（相島市あづま球場）

あ
づ
ま
球
域
は
両
瑚
1
0
0
‥
…
、

－
．
堅
1
2
2
‥
㌔
し
か
も
外
野
フ
ェ

t

t

°

　

l

ン
ス
が
輌
鳩
で
5
‥
…
、
中
堅
で
4
日

の
高
さ
か
あ
り
火
リ
ー
グ
サ
イ
ズ
の

広
い
球
域
で
あ
る
。
そ
の
好
一
i
離
お
よ

そ
1
3
0
‥
叫
の
ド
肝
を
抜
く
人
ア
ー

チ
に
球
域
全
休
が
一
瞬
伸
ま
リ
返
っ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
球
城
関
係
者
は

「
あ
ん
な
速
く
に
飛
ん
だ
打
球
は
高

校
生
で
は
初
め
て
」
と
批
冒
す
る
。

そ
の
れ
後
、
六
番
洩
辺
が
レ
フ
ト
ポ

ー
ル
際
に
1
1
5
‥
両
の
ア
ー
チ
、
こ

の
沌
統
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
椎
名
の
4

安
打
完
封
も
あ
っ
て
、
5
刈
り
の
価

値
あ
る
勝
利
を
お
さ
め
た
。

決
順
は
打
線
好
調
同
士
に
よ
る
熱

戦
か
期
待
さ
れ
た
が
、
川
日
間
洩
投

の
エ
ー
ス
椎
名
が
体
力
の
限
界
を
超

え
て
い
た
こ
と
と
、
パ
ッ
ク
の
守
り

の
ミ
ス
が
爪
な
り
川
対
0
の
思
わ
ぬ

大
敗
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
。
「
維
名
訳

は
軽
験
も
里
か
、
球
の
珊
瑚
も
多
い
。

国
日
間
一
人
で
抱
け
て
蝿
れ
切
っ
て

い
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
あ
ん
な
大

差
に
な
る
こ
と
は
な
い
は
ず
」
と
い

う
仙
ム
‥
作
英
の
竹
川
監
督
の
日
梨
や

「
た
と
え
決
勝
で
大
敗
し
た
と
い
え
、

粟
北
で
も
屈
指
の
進
†
校
で
あ
る
秋

川
高
校
の
活
紺
は
持
竹
に
値
す
る
も

の
が
あ
る
」
と
い
う
骨
原
旭
行
来
北

市
野
辿
会
艮
の
閉
会
式
で
の
あ
い
さ

つ
は
、
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
で
茫
然
と

し
て
い
る
本
校
遭
手
に
と
っ
て
実
に

心
温
ま
る
励
ま
し
の
持
葉
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
三
年
ぶ
り
の
選

抜
甲
ナ
開
出
切
が
有
力
と
な
り
、
二

月
一
日
の
遡
考
奈
‖
会
の
結
果
が
待

た
れ
る
。
　
一
須
臓
正
直
記
）

ロ
ワ

0
0
2‥

那

l

秋
丞
壷
北
地
区
野
球
大
会
が
十
月

八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
福
高
市
の

あ
づ
ま
球
場
と
郡
山
市
の
開
成
山
球

場
を
全
域
に
開
催
さ
れ
た
。
秋
李
中

火
地
l
茎
大
会
と
秋
季
全
県
大
会
で
優

勝
し
た
本
校
野
球
部
は
三
年
ぶ
り
の

湖
抜
甲
子
聞
大
会
を
目
ぎ
し
て
、
一

回
整
石
手
県
代
表
の
一
閃
商
工
と
対

戦
、
エ
ー
ス
椎
名
の
力
投
と
打
線
の

爆
発
で
1
2
対
〇
七
回
コ
ー
ル
ド
で
旺

晒
し
た
。
鈍
く
二
回
職
は
山
形
県
代
表
の
禍

商
学
刷
と
村
里
初
回
先
取
止
を
絆

し
た
も
の
の
打
線
が
ま
た
も
振
興

受
験
生
、
追
い
込
み
に
懸
命

相
川
の
山
を
嶋
に
、
有
力
入
学
を

東
西
に
二
分
す
る
こ
と
か
ら
納
ま
っ

た
入
拭
改
華
も
、
や
れ
A
・
B
分
割

だ
、
や
れ
分
離
・
分
判
だ
と
ネ
コ
の
U

の
よ
う
に
タ
ル
タ
ル
変
わ
り
、
受
験

生
不
在
の
「
大
サ
の
エ
ゴ
」
が
使
先
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判

を
浴
び
て
い
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か

当
初
は
「
初
の
4
0
万
人
ム
‥
か
し
と
†
想

さ
れ
た
共
通
藁
の
志
願
者
が
、
拙

局
は
3
9
万
5
千
人
に
と
ど
ま
り
、
現

役
の
心
噺
串
も
一
間
・
三
％
と
、
共
通

一
次
が
始
ま
っ
て
以
来
の
故
紙
を
記

録
し
た
…
桟
で
あ
る
。
そ
の
共
通
一

次
拭
験
は
粟
井
虎
か
ら
一
郎
の
私
立

人
を
也
き
込
ん
で
、
「
大
サ
人
拭
セ
ン

タ
ー
拭
放
し
と
表
賛
乙
を
す
る
た
め
、

最
後
の
典
型
次
に
な
る
わ
け
だ
が
、

曲
臼
の
1
4
安
打
に
続
い
て
こ
の
日
も

1
3
安
打
、
7
対
2
で
快
勝
し
た
。

準
決
勝
は
地
区
大
会
、
県
大
会
の

五
試
合
で
遁
純
二
桁
得
点
を
し
て
い

る
、
打
線
好
調
の
雷
城
県
代
表
の
柴

川
と
対
興
碓
冬
捕
山
の
好
投
で
三

国
ま
で
両
チ
ー
ム
無
得
点
の
緊
迫
し

た
ゲ
ー
ム
展
開
が
続
い
た
。
川
国
華

三
番
椎
名
が
ラ
イ
ト
曲
に
ヒ
ッ
ト
、

続
く
凶
番
阿
部
も
レ
フ
ト
前
に
ヒ
ッ

ト
、
無
空
、
二
盟
で
五
番
小
塚
が
バ

ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
左
楯
の
取
も
深
い

と
こ
ろ
に
大
本
畳
打
を
打
ち
、
鉦
重

な
三
点
を
先
取
し
た
。

全県新人戦

三
趣
日
で
団
体
優
勝

柔
道
の
竹
内
ら
個
人
も
多
数

【桑漣】

川
休
一
陣
ち
抜
き
賊
一

2
回
戦
　
0
4
人
残
し

準
々
決
順
　
0
4
人
残
し

準
決
勝
　
0
5
人
残
し

決
　
勝
　
0
2
人
残
し

男相音便

舵手Jl券

賞
手
「

▲

題

－

　

　

　

一

路
法
的

・
中
火
地
区
新
人
鴨
で
は
、
硬
式
野

球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
柔
填
則

填
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
弓
道
が
川
休
優

勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
車
球
が
川
体
準

惟
順
、
さ
ら
に
個
人
で
は
、
ポ
ー
ト
ナ

ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
を
は
じ
め
柔
填
車

球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
優
勝
者
を
出

す
な
ど
、
例
年
に
な
く
好
成
緋
を
あ

げ
た
運
動
部
は
、
全
県
人
会
で
も
活

用
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
以
下
全
県

新
人
戦
の
活
抽
ぶ
り
を
紹
介
す
る
が

川
休
の
優
勝
は
壷
式
野
球
石
県
選

抜
一
、
柔
遭
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
、
そ
れ

ぞ
れ
東
北
大
会
出
域
楯
を
循
鞭
剣

道
も
川
位
な
が
ら
山
城
柵
を
腫
得
し

た
。

宇
佐
美
　
引
き
分
け
　
加
n
谷

竹近近

雌
○
体
落
し
　
井
　
原

藤
　
引
き
分
け
　
秋
　
元

内
○
払
い
腰
　
渋
　
谷

竹
　
内
　
引
き
分
け
　
山
　
中

一
久
米
・
細
川
　
2
人
残
し
）

個
人
へ
女
子
）

4
8
転
以
下
級
　
健
勝

個
人
へ
．
男
．
⊥

軽
中
摘
級
　
健
勝

華
健
勝

小
机
級
　
優
勝

怖
覿
描
級
　
健
勝

無
差
別
級
　
健
勝

阿
原
共
生

久
米
達
也

鎌
Ⅲ
玄
徳

宇
佐
美
汀
哉

竹
内
　
栄

竹
内
　
栄

華
惟
勝
　
宇
佐
美
晋
哉

全
刷
高
校
柔
道
遇
手
持
秋
田
県
予

選
兼
全
県
新
人
大
会
に
お
い
て
念
噺

の
健
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

新
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
加
藤
杯
事

摩
大
会
・
全
県
高
校
大
会
・
中
央
地

区
大
会
で
地
勝
、
〓
侶
を
つ
け
て
こ

の
大
会
に
臨
ん
だ
。

準
々
決
勝
ま
で
は
順
朋
に
大
差
で

勝
ち
進
み
、
堆
決
勝
で
は
宇
佐
美
（
2

空
が
大
里
チ
ー
ム
の
構
手
工
高
相

手
に
一
人
で
五
人
抜
き
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
決
勝
へ
。

決
勝
の
相
手
は
柿
敵
軽
法
人
附
巧

先
鋒
宇
佐
美
引
き
分
け
の
後
、
次
鋒

小
兵
近
藤
は
体
重
差
卸
k
g
の
相
手
を

果
敢
に
攻
め
見
事
な
休
落
し
で
一
本

順
ち
。
次
の
相
手
と
は
確
実
に
引
き

分
け
、
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
竹
内
に

つ
な
い
だ
。
竹
内
は
逃
げ
る
川
手
を

冷
静
に
追
い
込
み
、
粟
快
な
払
い
腰

で
一
本
勝
ち
。
次
の
川
手
は
大
将
で

一
年
生
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー

山
中
、
竹
内
押
し
ぎ
み
に
拭
へ
日
を
進

め
た
が
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。
二
人
を
残

し
て
決
勝
を
も
の
に
し
た
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
肋
k
g
の
竹
輿

8
6
k
g
の
牛
佐
美
以
外
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
体
重
は
仙
l
く
g
代
と
軽
吊
。
仝
同
大

会
で
も
最
軽
構
チ
ー
ム
で
あ
ろ
う
。

本
校
か
ら
は
昨
年
度
よ
り
約
二
〇
名

少
な
い
三
七
九
名
が
挑
咄
す
る
。
先

日
受
験
砦
も
届
き
、
受
験
生
も
故
後

の
追
い
込
み
に
懸
命
で
あ
る
。
た
だ
、

今
一
つ
気
勢
が
あ
が
ら
な
い
の
は
、

各
州
の
膜
棚
状
験
の
純
米
が
余
り
パ

用
は
そ
れ
に
続
く
層
で
、
6
3
年
度
入

試
で
苦
杯
を
な
め
た
東
北
大
は
今
年

も
楽
観
で
き
な
い
状
勢
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
「
本
番
に
強
い
」
と
定
評
の

あ
る
本
棟
生
の
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
に
全
力
を
傾
け
、
必
ず

向
調
査
で
は
、
や
は
り
秋
川
人
が
故

も
多
く
一
三
事
名
一
教
育
七
九
、
医

二
二
、
鉱
山
三
川
）
で
、
次
い
で
東

北
大
六
二
省
さ
ら
に
金
沢
大
五
七

名
、
弘
的
大
三
八
重
北
海
道
大
三

三
省
山
形
大
三
〇
冬
東
京
窯
ポ

最
後
の
共
通
一
次
試
験
に

本
校
か
ら
3
7
9
人
挑
戦
私立延430校

ッ
と
し
な
い
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
上
位
陣
は
健
在
で
、
現
に

仝
l
ニ
l
が
参
加
し
た
日
月
の
共
通
哀

れ
曲
膜
状
で
は
全
国
順
化
で
目
方
人

中
5
6
位
に
食
い
込
ん
だ
生
徒
も
お
り

東
大
・
京
大
・
一
橋
人
・
東
工
大
な

ど
の
超
柵
開
校
に
果
J
l
k
に
挑
む
。
問

や
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
で
く
れ
る
も

の
と
確
目
し
て
い
る
。
共
通
一
次
が

終
わ
っ
て
か
ら
自
己
接
点
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
見
て
か
ら
個
々
の
人
廿

に
出
噺
で
き
る
の
で
、
こ
と
撃
に

は
か
な
り
の
変
動
が
一
†
想
さ
れ
る
か

具
j
l
白
長
出
糊
時
に
J
j
け
る
ぷ
里
勅

火
三
〇
名
、
新
渕
大
二
国
名
と
続
く

い
わ
ゆ
る
超
柵
開
大
半
で
は
、
東
京

人
し
ハ
省
京
郎
人
〓
省
一
橋
大

九
名
、
躯
京
工
砦
天
五
れ
な
ど
で
、

頼
数
受
験
制
度
に
な
っ
て
か
ら
ぐ
ん

と
実
緋
を
伸
ば
し
て
き
た
杢
星
人
の

現
役
合
格
者
「
．
ど
う
な
る
か
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
互
私
立
大
学
で
は
早
‡
一
円
日
大

に
囚
二
名
、
哩
応
輩
大
に
一
五
名

挑
賊
す
る
の
を
始
め
と
し
て
、
私
立

大
専
廟
の
八
二
名
を
中
心
に
、
紙
用

三
〇
人
サ
に
出
願
す
る
。
国
公
j
t
離

れ
が
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

取
り
も
れ
き
ず
、
私
立
人
の
柵
化
と

い
う
こ
と
を
患
昧
す
る
の
で
、
体
調

に
は
卜
分
m
丑
し
て
、
方
全
の
体
勢

で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
哩
つ
。
′

あ
る
本
に
、
「
五
首
も
ぎ
と
る

㌫
案
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
記
．
－
t
が

拙
っ
て
い
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
を
ヴ
ィ

ス
マ
ル
ク
と
肯
い
た
・
h
碓
実
に
点
数

が
な
く
な
る
。
基
硬
は
が
っ
ち
り
囲

め
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
進
路
柏
黒
帥
　
点
前
川
山
）

あ
る
と
い
っ
て
も
坦
日
で
な
く
、
ま

た
日
頃
の
放
送
委
〓
会
の
活
動
を
川
時

め
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
木
三
1
1
に
洋
は

一
し
い
こ
と
で
あ
る
。
∵
．
在
蒔
廿
日
や

し
か
し
、
こ
の
チ
ビ
ッ
コ
三
羽
烏
は

棚
当
し
ぶ
と
く
柔
道
が
う
ま
い
。

ま
た
、
個
人
職
に
J
i
い
て
も
6
階

級
中
4
階
級
に
優
勝
し
、
他
校
を
旺

倒
し
た
。
軽
釈
封
級
の
竹
内
栄
は
、

無
差
別
級
も
勝
ち
取
り
一
人
で
二
歳

に
坤
い
た
。
本
人
は
個
人
の
全
国
人

全
山
暢
柵
も
合
わ
せ
て
脾
ち
取
っ
た
。

女
子
に
お
い
て
は
一
年
生
な
が
ら

4
8
転
以
下
級
に
お
い
て
阿
原
共
生
が

健
勝
、
こ
れ
ま
た
東
北
大
会
・
全
国

大
会
に
駒
を
進
め
た
。

粟
北
大
会
は
一
月
二
十
九
日
仙
ム
‥

市
で
開
催
さ
れ
る
か
、
こ
こ
で
は
団

体
・
個
人
と
も
に
種
豚
を
目
指
し
全

回
大
会
へ
三
月
十
九
日
～
二
卜
一
日
・

U
本
武
道
柏
）
に
州
み
を
つ
け
、
軌

轟
旋
風
を
巻
き
お
こ
す
相
頑
張
り
た

い
。
　
　
　
一
船
木
賢
咲
記
）

【
バ
ド
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ン
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全
国
大
会
で

奨
励
賞
受
賞

放
送
委
員
会

日
月
ひ
日
射
京
郁
日
本
消
防
会
館

で
開
か
れ
た
「
第
2
6
回
全
国
高
等
学

校
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
均
し
た

本
校
放
送
委
H
会
は
、
次
の
部
門
で

賞
を
掩
押
し
そ
れ
ぞ
れ
表
形
さ
れ
た
。

ラ
ジ
オ
制
作
C
M
部
門

／

「
秋
川
の
…
…
」
奨
励
賞

ラ
ジ
オ
制
作

ド
ラ
マ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

「
飽
食
の
時
代
」
地
は
典
励
賞

こ
の
た
び
の
山
城
は
7
月
に
行
わ

れ
た
「
金
川
高
等
サ
柁
放
…
込
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
次
い
で
今
年
度
二
度
日
の

も
の
で
あ
る
が
、
人
骨
し
た
と
い
う

こ
と
は
全
国
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
に

準

決

勝

　

0

　

3

‥

2

　

大

曲

一

二

決
　
勝
　
0
　
3
‥
2
　
描
「
エ

男
子
仙
人

シ
ン
グ
ル
ス
碑
惟
勝
　
松
橋
弘
光

ダ
ブ
ル
ス
　
三
位
松
橋
・
中
崎
糾

一
基
シ
ン
グ
ル
ス
　
仲
牌
佐
臓
墜
二

一
年
ダ
ブ
ル
ス
　
三
位雌
李
持
西
糾

川
休
は
松
嘩
中
鴨
鍋
の
二
人
の

活
用
が
種
豚
へ
の
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
た
。
来
空
ハ
月
の
全
県
総
体
で
、

3
1
年
ぶ
り
の
川
体
優
勝
を
成
し
捲
け

る
こ
と
が
抱
爪
で
あ
る
。
ま
た
一
年

生
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
二
迎
刷
を

成
し
遂
げ
、
一
年
生
の
全
県
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な
っ
た
。
（
船
木
j
l
二
伸
些

以
上
の
ほ
か
、
個
人
の
川
位
以
上

の
成
紺
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

．
【
ポ
ー
ト
】
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
　
優

勝
（
大
竹
、
小
松
、
沼
川
、
伊
興
桜

艇
）
セ
ル
フ
ォ
ア
　
　
　
　
三
位

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
　
川
は

【
水
　
泳
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－
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目
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0
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【
弓
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聖
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個
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準
惟
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悼

（
判
明
分
・
敬
称
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関
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華
轡
S
8
一
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日
出
9
・
川

1
－
上
海
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武
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T
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一
鎌
合
巾
9
・
釦

西
日
　
堕
S
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萌
耽
市
9
・
2
2

樟
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仲
之
塑
S
2
一
秋
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直
？
釦

燕
…
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塑
本
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2

骨
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郎
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萩
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両
用
・
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中
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S
興
南
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用
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1
－
力
言
7
萩
川
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鴫
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栗
林
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三
石
誓
化
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両
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5

人
友
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二
一
S
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人
曲
両
日
・
‖

及
川
　
満
火
一
S
1
3
彙
京
郁
用
・
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出
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恒
へ
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6
1
前
地
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‖
・
2
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星
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鈴
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・
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秋
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二
八
会
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台
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部

相
沢
雄
一
郎
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押
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永
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根
田
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秋

櫻
庭
哲
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松
沢
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部
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一

骨
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務
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弁
護
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（
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